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教育センターでは、「教育研究」・「教育研修」・「教育相談」の推進をしています。「教育研究」では、小・中学校の教育

に関する様々な研究、幼児期の教育に関する基礎研究を行っています。「教育研修」では、研究成果を土台にした教職

員の専門的な研修や市民の方々への家庭教育・幼児期の教育に関する講座などの機会を通して情報提供を行ってい

ます。また、長い歴史をもつ小学校中学校創意工夫・研究作品展も本教育センターが担当し、子どもたちの創意・研究

心の育成に向けた取組を行っています。「教育相談」では、児童・生徒の様々な悩みに応え、自律性をはぐくむ支援がで

きるよう努めています。 
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● 幼児期の教育について研究から見えてきたこと(P.１～４)

● 令和元年度「乳幼児期の教育・家庭教育」講座・講演会のあしあと（P.５）

● 茅ヶ崎市小学校中学校創意工夫・研究作品展のお知らせ（P.６、７）

● 一人で悩まないで相談しよう－青少年教育相談室から（P.８）

 

  

 

 

  

「自立に向かう第一歩～
イヤイヤ期の子どもの心
に寄り添う」

第 18 回乳幼児期の 
子育ち・子育て講座」より 
(講師 坂上裕子氏 
令和元年１１月７日開催)  

「イヤイヤ期」って何？ 

◇お子さんはどんな時に

「イヤイヤ」をしますか？ 

最初に、お子さんはどんな時に「イヤ

イヤ」をするか思い浮かべてみてくださ

い。

・生理的な理由（眠い時、お腹が空い

ている時、疲れている時）

・お母さん、お父さんと離れるとき

・欲しいものが手に入らないとき

・やりたいことがすぐに叶わないとき

・子どもがやろうとしていたことに「ちょっと

手伝おうか、こうしたらいいんじゃない」と

言ったとき

・やりたくないことをやるように強いたとき

（例えば歯磨き）

上の６つは、全部質的に違うものを敢 

えて混ぜました。下の４つに関しては自 

分なりの意欲とか意志が育っているか 

らこその「イヤイヤ」です。 

「イヤイヤ」は、生理的なもの除いて、

１歳後半くらいから出てくるお子さんが

多いと思います。２歳前くらいでピーク

になり、半年くらいかけて落ち着いてい

くというのがよくあるパターンです。子ど

もが鏡を見た時にそれが自分であるこ

とが分かる年齢というのがちょうど１歳

半くらいです。つまり「わたし」というもの

の見え方が子どもの中で変わってくる

のが１歳後半の時期なのです。「あな

た」と「わたし」は違うという事を確認した

り、「大好きなもの」が出てきたり、「自

分のことは自分で決めたい、自分でや

りたい」という思いが出てきたりします。

幼児期の教育についての研究から見えてきたこと～１０年目のあゆみ 

「非認知能力」の大切さ 
子どもの心身の健やかな発達を考えるとき、子育ての基本、基盤となる「アタッチメント」という考え方があります。そして、そ

の中で大切にしている「非認知能力」があります。「非認知能力」とは、意志力、自尊心、自己肯定感、自己制御、粘り強

さ、思いやりなどの心の力のことです。予測の難しい未来に向けて、この「非認知能力」を育てる教育がスタートしています。

第１６号では、目の前の子どもの姿から、子どもの心の育ちを支える大人の関わり方のヒントをもらえる講演内容を紹介します。

❑「自立に向かう第一歩～イヤイヤ期の子どもの心に寄り添う～」より

青山学院大学教授  坂上裕子氏、乳幼児期の子育ち・子育て講座、令和元年１１月７日（木）

❑「幼児期からはじまるアクティブラーニング～主体的に学ぶ子を育てる～」より

玉川大学教授  大豆生田啓友氏、茅ヶ崎市教育講演会、令和２年 1 月１２日（日）
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確かに「イヤ」と言ったり言うことを聞か

なくなることが増えるのですが、自分か

ら言うことを聞いてくれたり、できることも

増えてきます。 

大人から見ると、子どもが言うことを

聞いてくれない、反抗する、「イヤイヤ」

ばかり言っていると見えますが、子ども

にとっては「自分はこうしたい」「自分で

選びたい」と自分の思いを伝えている

だけです。しかし親は、子どもの安全や

健康を守るため、日々生活していくた

めに制止をしなければならない場面も

あります。そこで色々な衝突が起こるの

です。これを子どもからみると、今まで

は「抱っこして」といえば抱っこしてくれた

り、言うこと聞いてくれたりした親が、い

きなり色々なことをダメと言うようになっ

たり、させてくれなくなったりする。子ども

からすれば、親が反抗期なんですね。

双方の歩み寄りがなければ、反抗期

は終わりません。 

◇「イヤイヤ」の変化にみる

「ジブンの育ち」 

子どもの「イヤイヤ」の仕方は、子ど

もの月齢、発達とともに変わっていきま

す。今どの時期なのかということを知っ

ておくと、かかわりが上手くいくこともあり

ます。 

 ０歳終わりごろ、お父さんやお母さん

の口に離乳食を入れようとする行動は、

自分と向かい合う他者を意識するから

出てきます。「心が育ってきたんだな」と

いう目で見ていただけるとよいかと思いま

す。 

１歳前半くらいになると、何に対して

も「イヤ」と言って、親の反応を見て楽し

むようになります。歩けるようになって手

が使えるようになると、いろいろなことを

やってみようとしますが、まだ上手には

できない。自分の「つもり」が形になら

ないと、大泣きをするようになる時期で

もあります。 

イヤイヤが一番のピークを迎える１歳

後半は、「ジブン」に目覚める時期で

す。自分なりの「目的」や「つもり」を持

って色々とやってみたくなって「ジブン

デ！」「ジブンモ！」「ジブンノ！」が出

てきます。 

１－２歳は、出来ること、分かること

が増えていくのが嬉しい時期です。大

好きな人にそれを見て欲しいし、喜びを

共有して欲しくもなります。でも、まだま

だ半人前で、分かっているようで分か

っていなかったり、言葉で自分の思い

を上手に伝えたりすることもできません。

出来ることが増えるとはいえ、能力的

に出来ないこともたくさんあります。その

ため、駄々をこねたり、癇癪を起こしたり

することが増えるのです。 

それが２－３歳になると少しずつ、自

分の思いを言葉で伝えられるようになり、

自分の思いを認めてもらえたときには

相手の思いを受け入れられるようにも

なります。自分の気持ちを立て直す力

も育ってきます。 

「イヤイヤ」の最中にある子どもの心

の中は、モヤモヤぐじゃぐじゃしていて、

気持ちを切り替えるには時間がかかり

ます。自分なりに気持ちを立て直すた

めには、ある程度の時間や「間」が必

要です。大人がその時間を待ってあげ

られる余裕をもてるとよいですね。 

大切な「自己主張」や 

「自己選択」 

子育てのゴールは、「自立」と、「自

律」だと思います。 

「自立」は自分の身の回りのことが

できるようになることで、年齢によって求

められることは違うと思います。 

もう１つの「自律」は、自分でしたいこ

と、すべきことを自分で考えて選んで行

動することです。これを車の運転に例

えると、アクセルが「自己主張」、ブレ

ーキが「自己抑制」、行く先を考え、選

ぶことが「自己選択」にあたります。車

を走らせるための燃料は、抱っこをして

もらったり、安心できる場所で過ごしたり

することで補給されます。 

この「自律」の育ちには、順番があり

ます。すなわち、子どもはアクセルを踏

むことを学んでから、ブレーキの掛け方

を学んでいきます。ブレーキの掛け方を

先に学んでしまうと、自分から行動を

起こすことが難しくなりがちです。また練

習をしないと運転は上手くなりません。

上手に「自己主張」や「自己抑制」が

できるようになるには、練習が必要で

す。 

アクセルにあたるものは、「面白いな、

楽しいな、やってみたいな」と思う感情

や好奇心です。安心できる環境にい

ると外の世界に目が向き、いろんなこ

とに挑戦したくなります。 

ブレーキにあたるものは、考える力

（理解する、見通しを持つ）、言葉を扱

う力（他者に思いを伝えるための道具、

自分の感情や行動をコントロールする

道具）などです。 

アクセルにあたる「やってみたい」と

いう感情は生まれつき備わっているも

ので、ブレーキの部分は後からゆっくり

と育っていきます。両者の間にはタイム

ラグがあるために、思うようにならない

時に癇癪を起こすなど、暴走してしまう

ことがあるのです。大切なのは、「アク

セルの育ち」も大切にしながら「ブレー

キの育ち」を支えていくことです。無理

に「イヤイヤ」や癇癪を起させないように

すると、子どもがアクセルの踏み方、

ブレーキの踏み方、ハンドルの扱い方

を学ぶ機会が制限されてしまいます。

「イヤイヤ」が出てきていること自体が、

子どもが安心してアクセルを踏むことが

出来ている、ということなのです。

「ブレーキの育ち」を 

支えるには 

◇思いを受け止める

外れてもよいので、子どもの思いを

言葉にしてみましょう。自分の思いに合

った言葉をかけてもらえたときには、子

どもの反応が変わります。「これやりた

かったのかな」とか「悲しかったね」とか

「今怒っているの」などと声をかけてあ

げると、それをきっかけに気持ちが落ち

着くことや、逆に、大きな声で泣き出す

など、表せなかった気持ちを表せたり

することもあります。 

子どもにとって、目に見えない「気持

ち」を理解するのは大変な作業です。

「自分は今こういう気持ちなんだ」という

ことが分かると、子どもは安心して自分

の感情に向き合うことができますし、そ

こから気持ちを切り替えることができま

す。とはいえ、親の側に余裕がない時

には、子どもの気持ちに寄り添った言

葉をかけるのは難しいと思います。普

段から、子どもが嬉しい時や楽しい時

などに「面白いよね」「嬉しいよね」「楽

しいよね」と、気持ちを言葉にすることを

一緒にやっていただけると、咄嗟の場

面でも出てきやすくなると思います。 

◇行動の枠を示す

子どもの反応にかかわらず、大人



茅ヶ崎市教育センター教育情報誌 | 学びあう響きあう 第 16 号  3 

がダメと言わなければいけない場面は

二つあります。一つは、自分の命、健

康に害を与えること、もう一つは人に害

を与えることです。ここから先はダメだよ、

これはやってはいけないよ、という枠を

大人がきちんと示してくれるからこそ、子

どもは安心して行動できるのです。こうし

たい、と思うことと、実際にそれを行動

に移すことは、別のことです。「思い」は、

自然に湧き上がってくるものなので、そ

れを否定されると、自分が何を感じて

いるのかが分からなくなってしまいます。

こうしたい、というあなたの気持ちは分

かるけれども、「これはしちゃダメ」なんだ

よ、と認められない「行動」を止めるの

は、親の仕事です。子どもの「思い」を

認めて受けとめることと、それを「行動」

として認めることは、別のことなのです。 

◇見通しを示す

子どもがアクセルを踏み続ける理由

の１つは、先の見通しが持てないから

です。物事のつながりが分かり、言葉

の理解も進んでくる１歳後半から２歳く

らいになると、大人が言葉で見通しを

伝えてあげると、分かる場面が増えてき

ます。その時に大切なのは、具体的に、

子どもにとって分かりやすいように伝え

る、ということです。たとえば、ただ「待っ

ててね」と言われただけだと、いつまで

待てばよいのか分からず、結局待てな

かったりします。でも、「１０秒待ってて」

と言われれば、１０秒は待つことができ

ます。「今は出来ないけれども、これを

して、これをやった後でしよう」と言われ

れば、自分なりに見通しを持って我慢

できるようになります。３歳くらいになると、

親には親の意図や都合があることも分

かってきますので、それを子どもに伝え

てあげることも大切なことです。親の思

いを知り、親の思いと自分の思いとの

間で葛藤する経験を通して、子どもは

折り合いをつけることを学んでいくので

す。 

◇言葉が育ってきたら、交渉してみる

「あなたはどうしたいの」「私はこうした

い、こうこうで困っているんだけど」という

ように、お互いの落としどころを探すべく、

思いを言葉にしてみてください。自分の

要求がほぼ全部通る時もあれば通ら

ない時もあるし、五分五分で手を打とう

か、ということもあるでしょう。色々な落と

しどころがある、ということを親子で探っ

ていくことを通して、人と交渉するための

スキルが身についていきます。「イヤイ

ヤ」の時期は、どうしても親子で対立す

る状況になりがちですが、困った状況

の解決策を２人で考える、というスタン

スに持っていくと、子どもと真正面から

ぶつからないで済むかもしれません。

「イヤイヤ」されると 

イライラするのはどうして？

「イヤイヤ」が繰り返されると、大人の

側は物事がスムーズに進まないので、

いらいらします。生活に余裕がない時

は特にそうです。しかも、子どもの「イヤイ

ヤ」はしつこいので、大人は子どもが

「わざとやっている」と思いがちです。し

かし、子どもがしつこくするのはわざとで

はなく、先の見通しが持てないからで

す。また、２歳頃になると、子どもは「マ

マ嫌い」「パパ嫌い」と言うようになりま

す。初めてこの言葉を言われた親は、

傷つきます。でも、子どもにしてみれば、

思うようにならないことをどう伝えてよい

のかが分からず、「ママ嫌い」「パパ嫌

い」と言っているだけなのです。本当に

ママやパパが嫌いなわけではないの

で、安心して下さい。

子どものイヤイヤに対してすごくイライ

ラしてしまう場合、次の中に当てはまる

ものがあるかどうかを考えてみていただく

と、解決の糸口が見えるかもしれませ

ん。

◇一人で頑張り過ぎていないですか？

大人にも、休む時間や 1 人の時間

が必要です。遠慮なく休みましょう。体

と心が悲鳴をあげているのに、無理をし

て頑張り通す必要はありません。 

◇子どもへの要求が

高過ぎないでしょうか？ 

子どもに要求していることが多すぎた

りとか難しすぎたりする場合があります。

この年齢の子ってどんな感じなのかを、

周りに聞いてみるとよいでしょう。 

◇自分への要求が

高すぎないでしょうか？ 

親である自分がきちんとしないと、と

いつも思っていると、苦しくなってしまい

がちです。要求を下げられるところや

手抜きが出来るところがないか、見直

してみてもよいかもしれません。 

◇子どもにイライラしているの

ではなくて、周りの目を気にし

てイライラしているのでは？

「イヤイヤ期」は、 

親にとっても成長の時期 

子どもの「イヤイヤ」は、子どもが成

長しているからこそ、出てくる姿です。

「イヤイヤ」が見られるようになったら、そ

れは、「自分への見方や関わり方を今

までとはちょっと変えてください、微調整

してください」という子どもからのサインで

す。 

「イヤイヤ」の仕方は子どもの成長と

ともに変わりますし、イヤイヤの時期は、

この後も繰り返しやって来ます。今日は

１歳から３歳頃の時期の「イヤイヤ」の

お話をしましたが、この時期に一度練

習をしていると、この後、またイヤイヤが

出てきても、「またか」と少し気持ちを楽

にもって関わることができます。子どもは

親に、段階を踏んで練習させてくれて

いるのです。 

親子がぶつかり合うことは、悪いこと

ではありません。ぶつかり合うことで、親

も子どもも、互いの気持ちを理解し、相

手は自分とは違う思いを持つ人なんだ、

ということを理解していきます。また、ぶ

つかったときには、仲直りをすればよい

のです。仲直りも、大切な対人スキル

の 1 つです。正面からぶつかれるのは、

お互いに信頼関係があるからこそ、親

も子どものことを信じてあげてください。 

子どもの成長の過程では大変なこ

ともありますが、その時期ならではの可

愛さや、一緒にできる楽しいことも沢山

あります。大変さの部分だけではなく、

一緒に楽しめることにも目を向けて、

色々な方の手と目を借りながら、子育

てをしていっていただければと思いま

す。 
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『多くのママ達は、本当によく

やっています』 

今の時代、決して子育てが簡単な

時代ではありません。多くのママ達は、

本当によくやっています。昔、子育ては

お母さん一人でやっていませんでした。

子どもは自然や異年齢や地域の人と

もかかわりながら、たくさんの主体的な

活動の中で育っていました。今は、それ

がなくなってしまったのです。すごく難しい

中でやっているので、もし「子育てが大

変だな」「イライラすることがあるな」と思

ったら、それは、おそらく頑張っていらっし

ゃるからこそ感じるのです。そう感じたとき

は、「私は結構頑張っている。」と思って

ください。子育て中ではない方は、多く

の頑張っているママ達をぜひ支えてあ

げてください。今の時代これがとっても大

事なことの一つです。 

「遊び込む」姿に見るアクティブ

ラーニング～「主体的・対話的で深い学

び」・「プレイフル・ラーニング」～

 今の子どもが育つ環境には、昔はあ

った環境がなくなりました。なので、幼稚

園や保育園の役割は、以前より大事

になります。「家庭だけではなく、社会

全体で子どもを育てましょう。」というの

が、子育ての新制度として、今この国

が目指している方向です。そしてこれか

らは、すべての教育で「主体的で対話

的で深い学び」を、という時代です。

「子どもたちが主体的に学ぶ（＝アクテ

ィブラーニング）」ということです。そして、

今、遊びがすごく大事だということが言

われています。 

自分たちが主体的に選んで「遊び

込む」こと。それは、学び仕立ての遊び

（プレイフル・ラーニング）なのだ、という

考え方です。「遊び込む」ことが大事と

いうのは、のびのびしてるから、ということ

ではありません。群れて「遊び込む」こと

を大事にしている園の子どもは、明らか

に思いやりが育ち、知的な関心や他

者との人間関係が育っています。園が

どれほど工夫しているかということです。 

経済学の研究でも、子ども主体の

遊びを大事にした幼児期の教育や保

育を受けた子たちは、そうでない子たち

と比べて、大人になった時に経済力、

そして幸福度が高い、と言われていて、

なので、夢中になって遊ぶ保育、一人

一人の子が大事にされる保育をどこで

も保証しましょう、と言っているわけです。 

大切な力「非認知能力」 

乳幼児期は、「非認知能力（＝意

志力、自尊心、自己制御、粘り強さ、

思いやり等）」がちゃんと育っていること

が大事です。させられることばかりが多

いとこの力は育ちません。 

自分から何かに夢中になってやるこ

とには、困難が伴います。でも遊びのよ

うに興味関心があることは、うまくいかな

くても乗り越えるんです。これがやり抜く

力、生涯重要になる「生きていく力」の

根幹になるといわれています。 

この力は「社会情動スキル」「21世

型スキル」といいます。21世紀はＡＩの時

代。今までと同じような暗記してやるだ

けでの教育では立ち行きません。人だ

からこそできる、うまくコミュニケーションを

とったり、うまくいかなくても試行錯誤した

りできることが大事な力になってきます。 

「学びに向かう力」が育つ環境 

～小学校のスタートカリキュラム～ 

2020年4月、小学校で新しい指導

要領がスタートします。どこの小学校で

も、「主体的・対話的で深い学び」が

本格的にスタートし、1年生でスタートカ

リキュラムが始まります。子どもたちの主

体性を大事にしながら、幼児期で育て

てきた「遊びを通した学び」を受けて、遊

びの中から学びをスタートしていきます。 

『ぐりとぐらがあって本当に良

かった！』～絵本の「読み聞かせ」・

ごっこ遊び・ファンタジーの世界・愛さ

れた記憶～ 

「絵本の読み聞かせ（＝読んでもらう

こと）」が極めて重要です。子ども主体

の遊びの保育や、みんなで話し合う経

験や絵本の読み聞かせというのは、語

彙力の基盤になるということが分かって

います。 

小さいころに「ぐりとぐら」を読んでもら

ったことがあるか、という調査を大学生

にしたら、9割は「ある」と答えました。覚

えているんです。さらに、ほとんどの学生

がこの絵本に関するエピソードを書いて

いました。実体験も伴っているのです。

そして、共通しているのはそれが幸せな

記憶ということです。小さなときに絵本を

読んでもらった記憶は「愛された記憶」

です。愛されたという実感は、後々まで

残っていくと言われています。小さな頃

が幸せの記憶で残っているということは、

その後にも影響を与える重要なことで

す。 

ごっこ遊びも絵本も児童文学もファン

タジー（＝空想の世界）です。これを持

っていることは、つらいことがあっても現

実を乗り越える力、生きていく力になり

ます。

子どもも大人も自分らしく 

 これからも、子どもたちの笑顔が絶え

ないようにするために、子どもの主体性

を大事にする教育がどこでも保証され

ることが必要です。そのために一番大

事なのは、その子らしさが大切にされる

こと。そして大人も「いい子育てをしよう」

「いいお母さんになろう」ということよりも、

「機嫌のよいこと」が大事です。ある精

神医学の研究者は、「まあまあのお母

さんが大事」といっています。あんまり

いいお母さんになろうと頑張らなくてい

いのかもしれません。大人も自分らしく

見えることの方が、子どもにもプラスな

のかもしれません。「わたしも自分らしく

生きているだろうか」「自分らしく子ども

の前にあるだろうか」ということが意外と

重要なのかもしれません。 

「幼児期からはじまるア
クティブラーニング―主
体的に学ぶ子を育てる」

令和元年度開催 
「茅ヶ崎市教育講演会」より 
(講師 大豆生田啓友氏 
令和２年１月１２日開催) 



芳川玲子
よしかわれいこ

氏（東海大学教授/臨床心理学、医学博士）

シンポジウム

講師　遠藤利彦
えんどうとしひこ

氏（東京大学大学院教授/発達心理学、感情心理学）

「子ども同士の関わりの中で育まれる力とは－乳幼児期から思春期を支える大人の役割－」

講師　坂上裕子
さかがみひろこ

氏（青山学院大学准教授／生涯発達心理学・臨床発達心理

第９回 　８月　５日（月）

コミュニティホール

響きあい教育 分庁舎

響きあい

教育セミナー

Ⅰ．会場が市役所付近の講座等(日付順)
名称 開催日・会場 講師(所属／専門分野)・内容等

子育ち・子育て講座

第17回乳幼児期の

　７月２６日（金）

青少年会館ホール

講師　平井美佳
ひ ら い み か

氏（横浜市立大学准教授／臨床心理学・発達心理学）

「他者との関わりの中で心を育てる－幼児期から思春期の心の発達―」

　６月　４日（火）

本庁舎４階会議室

講師　岡本依子
おかもとよりこ

(立正大学教授/発達心理学、親子コミュニケーション発達等)

「乳幼児期のコミュニケーション－赤ちゃんの声を語ろう－」

茅ヶ崎市教育センター教育情報誌　｜　学びあう響きあう　第16号　 5

第18回乳幼児期の １１月　７日（木）

子育ち・子育て講座 本庁舎４階会議室

令和元年度 １２月　６日（金）

幼児教育研修会 本庁舎４階会議室

　1月１２日（日）茅ヶ崎市

教育講演会 分庁舎ｺﾐｭﾆﾃｨﾎｰﾙ 「幼児期からはじまるアクティブラーニング－主体的に学ぶ子を育てる教育－」

Ⅱ．市立保育園を会場とした「乳幼児期の子育ち・子育て出前講座」

鶴が台保育園 「子育てのよろこびと不安－ほどほどの子育ての大切さ－」

市立 講師　旦
だん

直子
なおこ

氏（帝京科学大学准教授／発達心理学・乳幼児期の認知発達）

名称 開催日 講師(所属／専門分野)・内容等

市立 講師　園田菜摘
そのだなつみ

氏（横浜国立大学教授／乳幼児心理学）

小和田保育園 「育ちを見守るまなざし－子どもの体験を支える－」

市立 講師  佐久間
さ く ま

路子
みちこ

氏（白梅学園大学教授／発達心理学）

「よりよいメディアとの付き合い方－乳幼児期の子育ての環境を考える－」香川保育園

市立 講師　須永
すなが

美紀
み き

氏（こども教育宝仙大学教授／保育学、幼児教育学）

「子どもの育つ力を信じるために－見守る大人にできること－」

市立 講師　旦
だん

直子
なおこ

氏（帝京科学大学准教授／発達心理学・乳幼児期の認知発達）

室田保育園 「子どもの心に『わたし』が育つとき－育ちを支える大人の関わり－」

市立 講師　菅野
すがの

幸恵
ゆきえ

氏（青山学院女子短期大学教授／発達心理学）

10月26日（土）

11月16日（土）
浜須賀保育園

「心を育てるコミュニケーション－学童期から思春期の変化を支えるためにー」

講師　北島
きたじま

歩美
あゆみ

　氏（日本女子大学カウンセリングセンター専任研究員）

【思春期編】

【思春期編】

浜見平保育園 「よりよいメディアとの付き合い方－乳幼児期の子育ての環境を考える－」

Ⅲ．小学校区青少年育成推進協議会との共催による「子育ち・子育て出前講座」
共催推進協議会 開催日・会場 講師(所属／専門分野)・内容等

東海岸小学校区
青少年育成推進会議

　2月15日（土）

10月　6日（日）
松林公民館

室田小学校区
青少年育成推進会議

柳島小学校区
青少年育成推進会議

11月10日（日）
うみかぜテラス

「子どもの健やかな成長のために大人は何ができるか」

2月　2日（日）
コミュニティ
センター湘南

【親育ち編】

講師　ヴィヒャルト千佳
ち か

こ氏（鶴が峰心理グループ代表責任者/臨床心理士）

講師　谷井
たにい

茂久
しげひさ

氏（元茅ヶ崎市教育委員会教育長）

「思春期の子どもにはいったい何が起きているのか－思春期の意味と思春期の子どもへの接し方－」

「自立へ向かう第一歩－イヤイヤ期の子どもの心に寄り添う－」

講師　大豆生田
おおまめうだ

啓
ひろ

友
とも

氏（玉川大学教授／乳幼児教育学・保育学・子育て支援）

　5月25日（土）

　6月22日（土）

　7月13日（土）

講師　遠藤
えんどう

利彦
としひこ

氏（東京大学大学院教授/発達心理学、感情心理学）

「幸せの土台となる非認知の心－幼児期から児童期の心の発達－」

令和元年度「幼児期の教育・家庭教育」講座・講演会のあしあと




